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1　は　じ　め　に

育苗箱全量施肥は，施肥窒素利用率が高く，追肥が不要

である点から．環境保全型・省力栽培法として，秋田県内

で普及面積が急増している。しかし，肥料の容積分だけ床

土が減るため苗箱が乾燥しやすい。一方，農家は播種時の

作業運搬の軽減を図るため，確水量を抑えることで南柏を

軽くする傾向にあるが．出芽や苗質への悪影響が懸念され

る。そこで，育苗箱全量施肥における播種時の港水量が出

芽・苗質に及ぼす影響について検討した。合わせて，苗箱

の保水量に影響する施肥量，保水性の高い混合床土l）につ

いても検討した。

2　試　験　方　法

（1）試験区の構成

1）播種時の港水量：育苗箱1箱当たり600，800，

1000及び1200mg潜水した。

2）施肥量：肥効調節型の被覆尿素肥料（T社製：シ

グモイド100日タイプ，窒素含有率40％）を育苗箱1箱当

たり500g及び1000g樹下に層状施肥した。

3）床土：慣行床土（山土を加熱処理したⅠ社製床土）

及び保水性の高い混合床土1）（バーミキュライトとピート

モスを混合した軽量で保水性の高いT社製人工床土と慣行

床土を容量比7対3に混合した床土）を供試した。各床土

の理化学性は表1のとおりである。

表1　床土の理化学性

pH　含水比　容穏垂　育苗箱当たり重量（g）
（％）（g／10伽1）施肥量500g　施肥量1000g

慣行床土4．7　18．1　108　　　3360　　　2470
混合床土5．5　38．8　　　60　　1750　　　1240

4）試験の反復数：3反復

（2）排種概要

1）品種：あきたこまち，播種量100g／箱（乾籾）

2）出芽方法：播種後ビニールハウスに移動し，シル

バーシートで覆い．5日後にシルバーシートを除去した。

（31調査及び分析方法

1）播種時の港水量の違いによる出芽について

a．出芽率：播種5日後に3反復で試験を行った。

1箱ごとに直径5cmの円内の出芽数，苗立ち数を5カ所計

測，合計し，3箱の平均値を求め，各々1200mg港水星の

出芽数の平均値を100として相対比で示した。

b．含水比：播種5日後の床土の含水比を次の式よ

り求めた。

含水比＝（床土試料重量一乾燥床上試料重量）／乾燥床土

試料重量×100

2）播種時の薩水量と首質について

a．苗質（草丈，彙数，乾物垂，充実度）：移植時

（シルバーシート除去直後から通常の育苗管理を行った）

に平均的な生育の苗100本を計測した。

b．マット強度：移植時に苗マットを金属製の板で

はさみ，バネ秤で引っ張り．ちぎれたときの重さをマット

強度とした。育苗箱1箱当たり5箇所測定した。

3）育苗箱全量施肥の育苗期間の含水比について

各糞齢期の荏水直後及び24時間後の分析試料を採取し，

含水比を次の式より求めた。

含水比＝（分析試料重量一乾燥分析試料重量）／乾燥分析

試料重量×100

なお，分析試料は（床土＋被覆尿素肥料＋宙＋水＋覆土）

である。

3　試験結果及び考察

（1）播種時の確水量の違いによる出芽について

播種5日後の出芽率は，床土の種類や施肥星に関係なく．

播種時の饉水量が，1000mgで90％を越え，800mgでは60％

程度になり，600mgでは18～33％と極端に低くなり，播種

時の濯水量は出芽に大きく影響した（表2）。この時の床

土の含水比は，混合床土が慣行床土に比べそれぞれの謹水

量で約2倍程度高く，両床土ともに濯水量が多くなるほど

高い傾向であった（図1）。しかし，混合床土及び慣行床

表2　播種時の確水量の違いによる播種5日後の出芽
率　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

施肥量（g／精）　　　500　　　　　　　1000
踵水量（ml／精）600　80010001200　600　80010001200
慣行床土育苗　27　62　93100　33　54106100
混合床土育苗　22　63　94　100　18　65　91100

温　チューキー多重比較により，各々の確水量の平均値
間にはすべて1％有意差があった。
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図1　播種5口後の床土の含水比

土の含水比の差異と発芽率の関係は不明であった。

以上の結果，播種5日後の出芽率から，播種時の1箱当

たりの謹水虫は1000mg以上が望ましいと考える。

ほ）播種時の荏水量と苗質について

播種時の腫水量と苗質には，■一定の傾向は見られなかっ

た。しかし．マット強度は播種時の濯水量が少ないほど低

かった。これは，播種時の濯水星の違いによる播種5円後

の出芽率の差異が，その後の生育にも影響したためと考え

る。慣行床土では，1000g施肥は500g施肥に比べ，いず

れの港水星でもマット強度が極端に劣り，移植作業に支障

が生ずると考える。混合床土では，1000g施肥で1000mg

以上の裡水星の場合，マット強度が10kg以上となり，移植

作業に支障のないマット強度が確保されていた。

表3　播種時の産水量と苗質

施肥謎　蔵水量　草丈　黄数　覗喜　充実度　マット離　C．V
）（刷　（cIn）　　（g／】鵬日 ／□／和（厄）（％）

慣
行
床
上
育
苗

500　　60014．7

80015．9

100015．7

120016．3

3．3　2．32　1．38

3．3　2．211．39

3．4　2．18　1．39

3．4　2．26　1．39

8．9　　6．4

9．7　　3．8

10．2　　5．4

10．1　2．2

1000　　600　16．2

800　16．3

100017．5

120016．6

3．3　2．38　1．46

3．3　2．23　1．37

3．3　2．28　1．30

3．3　2．39　1．44

4．5　14．8

5．2　　9．8

5．4　16．6

6．4　15．5

混
合
床
上
育
苗

500　　60016．5

80015．9

100016．6

120016．8

3．4　2．06　1．28

3．4　2．09　1．31

3．3　1．94　1．17

3．4　2．17　1．29

11．1　2．4

11．8　　7．6

14．0　　5．9

13．9　　4．6

1000　　60016．9

80016．6

100017．6

120017．2

3．4　2．46　1．46

3．3　2．10　1．23

3．4　2．20　1．25

3．4　2．27　1．32

5．0　29．2

8．7　20．1

10．115．5

11．2　　6．2

注．C．Ⅴ：マット強度の変動係数

以上の結果．育苗箱全量施肥で1000g施肥を行う場合は，

慣行床土ではマット強度が低く，混合床土が適していると

考える（表3）。

（3）育苗期間の含水比について

育苗期間の潅水直後及び24時間後の含水比は，施肥量で

は．500g施肥が1000g施肥に比べて高く，床土の種類で

は．混合床土育苗が慣行床土育苗に比べて高かった（図2）。
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慣行床土（1000）

育苗箱（施肥量g）

潅水時（菜齢糊）

図2　育苗期間の含水比

1柏当たり1000g施肥の場合，床土の虫が少なくなり保

水性が劣る。通常の育苗管理における潅水（1日1回～2

回）では，慣行床土に比べ保水性の高い混合床土が，宙の

生育に十分な水量を確保できるため，苗の根張りが良く，

マット強度が高かったものと考える。

4　ま　　と　　め

育苗箱全量施肥における播種時の確水量が出芽・苗質に

及ぼす影響について検討した。その結果，播種時の濯水量

は出芽から考えて育苗箱1箱当たり1000mg以上が望まし

い。また，育苗箱全量施肥技術で窒素以外の成分が加えら

れる場合（例えばカリ等），施肥量が育苗箱1箱当たり1000g

と多くなる場合がある。この場合は，移植直前のマット強

度を確保すること及び育苗期間の苗箱の乾燥を防ぐため，

保水性の高い人工床土を混合する必要があると考える。ま

た人工床土を混合することで，育苗箱が軽量化できる】）。
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